
※12月8日回答分

整理番号

①

②

③

④

⑤

⑥

購入土です。

・セメント　２２５㎏／ｍ3　・砂　６７５㎏／ｍ3　・混練水　１９５㎏／ｍ3　・
希釈水　１７．８６㎏／ｍ3　・起泡剤　０．９４㎏／ｍ3　・空気量　４５％　・
湿潤密度　１．１１ｇ／ｃｍ3　の配合です。

工事名：中央緑地サッカー場整備工事

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

公告№　　：　№　３９５　 公告日　　：　平成２８年１１月２２日

第００６９号単価表の簡易土留工の土留材種類をご教示願います。設計
内訳書は、簡易土留材であり、雨水排水構造図４には、軽量鋼矢板建
込みと記載されています。

軽量鋼矢板です。

舗装工のうちコンクリート舗装の目地材の種類について、設計内訳書の
第００５８号単価表には、杉板材、図面エラスタイトと表記されています。
どちらで考えればよろしいでしょうか？

殻運搬処理において、コンクリート殻（無筋、有筋）及びＡｓ殻の処分先ま
での運搬距離をご教示願います。

建設廃棄物（コンクリート殻、アスコン殻）品目毎の処分費用をご教示願
います。

第３５号施工単価表にある盛土用の山土は、購入土で考えればよろしい
でしょうか？　ご教示願います。

第００１５号単価表のモルタル充填工で使用するモルタル材料の仕様に
ついて、ご教示願います。

エラスタイトです。

積算上の参考運搬距離ですので回答できません。

全体の処分費用については、間接工事費（積上）表をご参照ください。品
目毎の処分費については、回答できません。
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※12月8日回答分

整理番号

工事名：中央緑地サッカー場整備工事

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

公告№　　：　№　３９５　 公告日　　：　平成２８年１１月２２日

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

特記仕様書―３（３／８７）　２４章サッカー場（ロングパイル人工芝）工事
④の使用材料について質問です。充填材の弾性材は、カラーチップ（表
層）＋黒ゴムチップ（下層）との記載がございます。そこで、カラーチップ
（表層）の量（厚み等）をご教示願います。例えば、厚み５ｍｍ、８ｍｍ、１
０ｍｍと御回答願えれば幸いです。

（下層）黒ゴムチップ　充填材は下記のいずれかを参考とする。
①厚み　黒ゴムチップ　＋　珪砂　１５ｍｍ
②充填量　黒ゴムチップ　３㎏／ｍ2　＋　珪砂　２０㎏／ｍ2
（表層）カラーチップは下記のいずれかを参考とする。
①厚み　１０ｍｍ以上
②充填量　カラーチップ　５㎏／ｍ2

間接工事費（積上）表において、スクラップ評価額が共通仮設費（積上）
に記載されていますが新設計積算システム導入の変更点について　に
記載通り、予定価格算出時は工事原価算定後（一般管理費直後）にマ
イナス計上し、最低制限価格等算定時は直接工事費計にマイナス計上
するという解釈でよろしいでしょうか。ご教示願います。

記載通りでよろしいです。

特記仕様書　２４章３に、専門技術者の配置要件が記載されています。
専門技術者の配置期間は、本工事着手から完成まで考えるのでしょう
か？それとも、グランドコート整備工の施工期間中で考えるのでしょう
か？ご教示願います。

主任技術者が専門技術者を兼ねる場合は、工事完成までとなります
が、下請け業者に専門技術者を置く場合は、グランドコート整備工の施
工期間となります。

グランド・コート施設構造図―１１のうち「シェルター」の構造寸法が記載
されていません。ご教示願います。

別紙図面を参照してください。

「シェルター」は、建築物に相当すると考えられますが、建築確認申請費
用を見込んでいるのでしょうか？

発注者で対応します。
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※12月8日回答分

整理番号

工事名：中央緑地サッカー場整備工事

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

公告№　　：　№　３９５　 公告日　　：　平成２８年１１月２２日

⑫

⑬

⑭

現在、工事範囲内に樹木、公園施設（設計数量にないもの）があります
が、工事着手時にはそれらは撤去済と考えてよろしいか。

本工事に含まれない物は、別工事で撤去します。

仮設工―交通誘導警備員の数量を御教示願います。 平成２８年１２月１日の回答を参照してください。

電灯分電盤　１Ｌ－０－５の盤図、結線図等が見当たらず仕様が不明で
す。ご提示願います。

別紙図面を参照してください。
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規格種別 -
A1 : 図示

A3 : 図示
シェルター

57/87

中央緑地

施設名

図面番号

工事名

中央緑地サッカー場整備工事

施行箇所

四日市市日永東一丁目地内

事業主体

四日市市

縮尺図面名

グラウンド・コート施設構造図-11
A3:　図示

A1:　図示




